東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和3年6月17日（木）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録: 川守田　裕紀
	藤原
	成田
	金井
	松舘
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田
	小沼

	日
	年
	〇
	準
	〇
	休
	深
	〇
	〇
	〇
	休

	坂本
	畑中
	見上
	大湊
	松村
	柴田
	金谷
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村

	準
	〇
	休
	休
	〇
	五
	深
	〇
	準
	深
	休

	山之口
	中野
(三)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	遅B
	〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	



＜病棟連絡事項＞
・面談等での内科診察室、特診利用について
使用後は消毒や換気をしてください。
①テーブルや椅子を拭く(消毒)
②窓を開け喚起
③使用中の札を片付ける（ドアの内側へ）
④電気やエアコン等消す

次に使用できる状態に整頓し退出してください。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・田中　テル様　合併症室

【転出】
・吉田　良子様　南病棟

＜患者様連絡事項＞
・相内　キヨ様～経管栄養について 
長男様来院。食思不振や嚥下不良で経口から栄養摂取困難である為、経管栄養を検討したい事を伝える。熱傷の治療の為と解釈して、経管栄養については了承している。説明したが、嚥下不良が肺炎につながったという解釈はできていない様子。

・袴田　将志様～主治医診察にて、精神症状安定した為、10:50時間隔離解除となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり予定より早くに開放観察終了している。自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。10：00から16：00の開放観察。特定女性患者様に対して自分の昼食を食べさせようとする行為あり。トラブルにはならず、迷惑行為も見られていない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]・米田　敬子様～終日隔離中。本日は自室ベッドに臥床し放歌・独語を繰り返す。言語の解体も顕著だが、支離滅裂とはしていない表情変化乏しいが、情動は安定しており静穏状態にある。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・相内　キヨ様～深夜帯より不眠で経過、午睡なく車椅子で過ごしている。発語・体動著明。指示の点滴はソフトシーネ利用してステーション内で見守る事でトラブルなく終えている。SpO2は80％台となる事もあり、適宜酸素カヌラ装着して90％以上キープできている。16:00　体温37.9℃、熱型、呼吸状態注意していく。
　　　　　　　　
＜田名部Dr.診察情報＞
[bookmark: _GoBack]・高橋　義明様～頚の後ろに膨隆疹あり、セフジトレンピボキシル5日分処方。臨時薬同内容で7日分処方。

・小澤　和子様～臨時薬はコントミン増薬となり他同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～脱衣行為を控えるように伝えられ無言で微笑んでいる。

・立花　圭様～同室者の声にイライラして衝動行為に至った事を反省している。しかし
同室者が移動すればいいという考えを話す。

・小笠原　久年様～外出泊や退院の希望がある。コロナが落ち着いたら検討していく事に概ね納得得られている。

・若沢　理子様～空腹に関して既に主食大盛りを提供している為、おやつ等で補完して
いく事を勧められている。

・宮古　克弘様～臨時薬はバルサルタン中止となり他同内容で7日分処方。血圧上昇注意して観察する。

・神　ツヱ様～点滴は本日で中止、摂取量減ったら点滴再検討。退院調整勧めるように
指示がある。先日担当ケアマネより架電あり、ADL低下を考慮した施設を
探すように伝えてある。

・会津　慮子様～長女様と面会して離婚届にサインしている。臨時薬はセンナリド追加
となり他同内容にて7日分処方。

・畠山　智亜紀様～臨時薬はブロチゾラム中止となり他同内容で7日分処方。慌てずに
気持ちが落ち着いたら外泊等してみるように伝えられ納得している。

・安達　貴浩様～落ち着いた口調で退院できない事への不満を話している。

・藤井　孝蔵様～対面穏やか。定期薬変更なし。

・岡山　貴文様～臨時薬は眠れないと訴えきかれエチゾラム追加となり他同内容で7日
分処方。退院またはﾘﾊﾋﾞﾘ目的で転院希望あり、退院の方向で調整指示あり、
父様と相談しながら進めていく。性的な事で検挙された事がある為、訪問
看護勧めるように指示がある、何となくだが前向きに同意がある。次回受
診はあおぞらクリニックを希望。あおぞらのデイサービス利用は消極的。

・河村　哲久様～臨時薬はリスペリドン追加となり他同内容で7日分処方。退院希望あ
るが1ヶ月程はみてほしいと伝えられている。退院後はくるみの里が利用
希望。退院後は自宅生活を望むが、施設入所意向についてくるみの里なら
いい、それ以外は嫌だと意思表示がある。

・城前　実様～ラックビー飲みきり中止。ネックサインで意思表示している。

・DORSEY　美弥様～レクチャー15実施。抗酒剤等薬物療法に関心がある、退院近くなったら処方は相談していく。

＜皮膚科診察情報＞
・相内　キヨ様～右臀部～大腿の熱傷部位にソフラチュール貼付+テラマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護の指示。ソフラチュール15枚・テラマイシン軟膏3本処方となる。

・岡山　貴文様～①両足～趾間に軽度発赤・落屑・痒み→足白癬　
テルビナフィンクリーム1日1回塗布。
②両下腿膝窩部　紅斑、落屑、痒み→慢性湿疹　
デルモゾール軟膏　（両下腿）。

＜入院患者様情報＞
　氏　　名：田中　テル（たなか　テル）様
　生年月日：昭和20年9月15日　76歳
　病　　名：レビー小体型認知症
　性　　別：女性
　主治医　：金Dr（サポート医：深澤Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症

　＜経過＞
H24年に視床梗塞となり、大里脳神経内科に通院。
その後も会話のかみあわない状態や意味不明な言動、目の前にいる夫を認識できないといった状態がみられた。H31年より複数の人物幻視、錯視といった症状がみられ、幻視の人物に殺害予告を受け、恐怖のあまりサンポールを飲み自殺をはかろうとしたことがみられた。かかりつけ医の対応困難であるということで当院紹介受診り、R1.6.18、当院初診。以後外来通院継続中。病的症状は見られず経過していたが、食事摂取量の低下による体重減少やＡＤＬの低下も進み、褥瘡が発生している。（右大転子部の発赤、仙骨部の発赤・糜爛・右上肢内側の発赤、肘関節部全面に水疱発生）長男も脳梗塞あり、夫の疲弊も見られ、症状改善目的で入院予定となる。
